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(57)【要約】
【課題】  バルーン内圧の高圧による消化管損傷やバル
ーン破裂、または、低圧による固定不良を防止して、バ
ルーンを安全かつ速やかに膨らませたり、しぼませたり
して施術者を支援し、被験者の苦痛も減少させることの
できる内視鏡装置を提供する。
【解決手段】  先端外周部に本体固定用バルーン１８を
取り付けた内視鏡本体１２と、先端外周部にチューブ固
定用バルーン１８を取り付け、内視鏡本体１２を挿通さ
せて内視鏡本体１２挿入時のガイドを行うスライディン
グチューブ１４とを有するとともに、各バルーン１８、
２２にエアを供給するポンプ装置１６ａ、１６ｂを有
し、各ポンプ装置１６ａ、１６ｂは、各バルーン１８、
２２内のエアの圧力を測定して各バルーン１８、２２内
の圧力を制御する制御手段３０ａ、３０ｂを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  先端外周部に本体固定用バルーンを取り
付けた内視鏡本体を有する内視鏡装置であって、
前記バルーンにエアを供給するポンプ装置を有し、
前記ポンプ装置は、前記バルーン内のエアの圧力を測定
して前記バルーン内の圧力を制御する制御手段を有する
ことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】  先端外周部に本体固定用バルーンを取り
付けた内視鏡本体と、
先端外周部にチューブ固定用バルーンを取り付け、前記
内視鏡本体を挿通させて前記内視鏡本体挿入時のガイド
を行うスライディングチューブとを有する内視鏡装置で
あって、
前記各バルーンにエアを供給するポンプ装置を有し、
前記ポンプ装置は、各バルーン内のエアの圧力を測定し
て前記各バルーン内の圧力を制御する制御手段を有する
ことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項３】  請求項１または２において、
前記制御手段には、前記各バルーンに対するエアの圧力
を手動調整する圧力調整手段が設けられていることを特
徴とする内視鏡装置。
【請求項４】  請求項１～３のいずれかにおいて、
前記ポンプ装置をコントロールするリモートスイッチが
施術者の手元に設けられていることを特徴とする内視鏡
装置。
【請求項５】  請求項１～３のいずれかにおいて、
前記ポンプ装置をコントロールするフットスイッチが施
術者の足元に設けられていることを特徴とする内視鏡装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡装置に関
し、特に、先端外周部に本体固定用バルーンを取り付け
た内視鏡本体を有する内視鏡装置に関する。
【０００２】
【背景技術及び発明が解決しようとする課題】一般に、
消化管検査においては、内視鏡装置を用いることが知ら
れている。
【０００３】このような内視鏡装置を深部消化管、例え
ば小腸へ挿入する場合、単に内視鏡装置を押し入れてい
くだけでは、複雑な腸管の屈曲のため内視鏡装置先端に
力が伝わりにくく、深部への挿入は困難である。
【０００４】例えば、深部挿入によりできた内視鏡装置
の余分な屈曲や撓みを伸ばそうとして引き戻してくる
と、内視鏡装置の先端も抜けてくるため、屈曲や撓みが
取れず、深部挿入ができないものである。
【０００５】そこで、内視鏡装置の先端外周部にバルー
ンを取り付け、このバルーンを膨らませて腸管に一時固
定することにより、内視鏡装置にできた余分な屈曲や撓
みを伸ばす際に、内視鏡装置の先端が抜けてくるのを防
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止することが考えられる。
【０００６】しかし、施術者が注射筒等でエアを供給し
たり抜いたりすることでバルーンを膨らませたり、しぼ
ませたりするようにすると、時間がかかってしまい、施
術者の負担はもちろん被験者の苦痛も大きくなる。
【０００７】また、消化管等の内径も人によって異なる
ので、バルーンを膨らませて固定するための注入空気量
も異なるため、施術者の経験によってバルーンの内圧を
調整しながら、バルーンを膨らませたり、しぼませたり
しなければならず、調整不良による不具合が生じやす
い。
【０００８】例えば、調整時に必要以上に高圧にしてし
まうとバルーンによって消化管が損傷したり、バルーン
が破裂したりすることとなり、また、低圧になりすぎた
場合には、消化管への固定不良が生じてしまうこととな
る。
【０００９】本発明の目的は、バルーン内圧の高圧によ
る消化管損傷やバルーン破裂、または、低圧による固定
不良を防止して、バルーンを安全かつ速やかに膨らませ
たり、しぼませたりして施術者を支援し、被験者の苦痛
も減少させることのできる内視鏡装置を提供することに
ある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するた
め、本発明の内視鏡装置は、先端外周部に本体固定用バ
ルーンを取り付けた内視鏡本体を有する内視鏡装置であ
って、前記バルーンにエアを供給するポンプ装置を有
し、前記ポンプ装置は、前記バルーン内のエアの圧力を
測定して前記バルーン内の圧力を制御する制御手段を有
することを特徴とする。
【００１１】本発明によれば、制御手段によってバルー
ン内のエアの圧力を測定してバルーン内の圧力を制御し
ながらポンプ装置からバルーンにエアを供給すること
で、内視鏡本体の本体固定用バルーンを高圧による消化
管損傷やバルーン破裂または低圧による固定不良がない
ようにコントロールしながら安全かつ速やかに膨らませ
たりしぼませたりして施術者を支援し、被験者の苦痛も
減少させることができる。
【００１２】本発明の他の内視鏡装置は、先端外周部に
本体固定用バルーンを取り付けた内視鏡本体と、先端外
周部にチューブ固定用バルーンを取り付け、前記内視鏡
本体を挿通させて前記内視鏡本体挿入時のガイドを行う
スライディングチューブとを有する内視鏡装置であっ
て、前記各バルーンにエアを供給するポンプ装置を有
し、前記ポンプ装置は、各バルーン内のエアの圧力を測
定して前記各バルーン内の圧力を制御する制御手段を有
することを特徴とする。
【００１３】本発明によれば、内視鏡本体の本体固定用
バルーンとスライディングチューブのチューブ固定用バ
ルーンに対し、制御手段で各バルーン内のエアの圧力を
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測定してバルーン内の圧力を制御しながらポンプ装置か
らエアを供給することで、高圧による消化管損傷やバル
ーン破裂または低圧による固定不良がないようにコント
ロールしながら各バルーンを安全かつ速やかに膨らませ
たりしぼませたりして施術者を支援することができ、か
つ、被験者の苦痛も減少させることができる。
【００１４】このような発明においては、前記制御手段
には、前記各バルーンに対するエアの圧力を手動調整す
る圧力調整手段を設けることができる。
【００１５】このような構成とすることにより、被験者
の条件に応じた状態でバルーンを膨らませたりしぼませ
たりすることが容易に行うことができる。
【００１６】このような発明においては、前記ポンプ装
置をコントロールするリモートスイッチを施術者の手元
に設けることができる。
【００１７】このような構成とすることにより、施術者
がリモートスイッチを手元で操作してバルーンのコント
ロールを行うことができ、施術者の負担を軽減すること
ができる。
【００１８】このような発明においては、前記ポンプ装
置をコントロールするフットスイッチを施術者の足元に
設けることができる。
【００１９】このような構成とすることにより、施術者
がフットスイッチを足元で操作して、バルーンをコント
ロールすることができ、施術者の負担を軽減することが
できる。
【００２０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て図面を参照して詳細に説明する。
【００２１】図１及び図２は、本発明の一実施の形態に
係る内視鏡装置を示す図である。
【００２２】この内視鏡装置１０は、図１に示すよう
に、内視鏡本体１２と、スライディングチューブ１４
と、ポンプ装置１６とを有する。
【００２３】内視鏡本体１２は、例えば、消化管内内視
鏡検査に用いるものとされている。
【００２４】また、この内視鏡本体１２の先端外周部に
は、本体固定用バルーン１８が取り付けられている。
【００２５】この本体固定用バルーン１８には、内視鏡
本体１２の基端部側から先端部側にかけて内視鏡本体１
２に沿って設けたエア供給チューブ２０が接続されてい
る。
【００２６】スライディングチューブ１４は、内視鏡本
体１２を挿通させて内視鏡本体１２を、例えば、消化管
に挿入する際のガイドを行うもので、内視鏡本体１２の
外径よりも若干大きな内径を有するものとされている。
【００２７】また、このスライディングチューブ１４
は、内視鏡本体１２と同様に可撓性を有するものとされ
ている。
【００２８】さらに、スライディングチューブ１４の先
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端外周部にはチューブ固定用バルーン２２が取り付けら
れている。
【００２９】このチューブ固定用バルーン２２には、ス
ライディングチューブ１４の基端部側から先端部側にか
けて設けられたエア供給チューブ２４が接続されてい
る。
【００３０】ポンプ装置１６は、本体固定用バルーン１
８にエアを供給するポンプ装置１６ａへとチューブ固定
用バルーン２２にエアを供給するポンプ装置１６ｂとを
備えている。
【００３１】各ポンプ装置１６ａ、１６ｂは、それぞれ
のエア供給チューブ２０、２４に切替弁２６ａ、２６ｂ
を介して接続されたポンプ２８ａ、２８ｂと、制御手段
３０ａ、３０ｂとを有している。
【００３２】各制御手段３０ａ、３０ｂは、本体固定用
バルーン１８及びチューブ固定用バルーン２２内のエア
の圧力を測定して各バルーン１８、２２内の圧力を制御
するもので、圧力センサ３２ａ、３２ｂと、コントロー
ル基板３４ａ、３４ｂとを有している。
【００３３】各圧力センサ３２ａ、３２ｂは、各ポンプ
２８ａ、２８ｂから各エア供給チューブ２０、２４に至
る経路の途中に設けられ、各経路内の圧力を測定するこ
とで、各バルーン１８、２２内のエアの圧力を検出でき
るようになっている。
【００３４】また、各圧力センサ３２ａ、３２ｂは、各
コントロール基板３４ａ、３４ｂに接続され、測定結果
をコントロール基板３４ａ、３４ｂに送出するようにな
っている。
【００３５】コントロール基板３４ａ、３４ｂには、ポ
ンプ２８ａ、２８ｂ及び切替弁２６ａ、２６ｂが接続さ
れ、このコントロール基板３４ａ、３４ｂによってポン
プ２８ａ、２８ｂのオン・オフ及び切替弁２６ａ、２６
ｂによるエア供給、開放の制御を行うようになってい
る。
【００３６】また、コントロール基板３４ａ、３４ｂ
は、圧力センサ３２ａ、３２ｂによる測定結果に基づい
て、各バルーン１８、２２内の圧力を最適な状態に制御
するようにポンプ２８ａ、２８ｂをコントロールするよ
うになっている。
【００３７】さらに、各コントロール基板３４ａ、３４
ｂには、各バルーン１８、２２に対するエアの圧力を手
動調整する圧力調整手段３６ａ、３６ｂが設けられ、被
験者の消化管等の条件に応じた微調整を手動で調整する
ことができるようになっている。
【００３８】この圧力調整手段３６ａ、３６ｂは、例え
ば、ボリュームコントローラ等によって実現することが
できる。
【００３９】また、このポンプ装置１６ａ、１６ｂをコ
ントロールするリモートスイッチ３８ａ、３８ｂが施術
者の手元にある内視鏡本体の基部に取り付けられた状態
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となっており、このリモートスイッチ３８ａ、３８ｂが
各コントロール基板３４ａ、３４ｂに接続された状態と
なっている。
【００４０】従って、施術者は、手元にあるリモートス
イッチ３８ａ、３８ｂを操作して、各バルーン１８、２
２の内圧が最適な状態で各バルーン１８、２２を膨らま
せたり、しぼめたりすることが可能となる。
【００４１】次に、このような内視鏡装置１０の操作状
態について図２を参照しながら説明する。
【００４２】まず、同図（１）に示すように、スライデ
ィングチューブ１４内に内視鏡本体１２を挿通させ、本
体固定用バルーン１８及びチューブ固定用バルーン２２
内のエアを抜いてしぼませた状態とし、この状態で被験
者に対する内視鏡装置１０の挿入を開始する。
【００４３】次に、内視鏡本体１２及びスライディング
チューブ１４の先端を、例えば十二指腸下行脚まで挿入
したところで、図２（２）に示すように、リモートスイ
ッチ３８ｂを操作してポンプ２８ｂからスライディング
チューブ１４の先端に取り付けたチューブ固定用バルー
ン２２にエアを供給し、チューブ固定用バルーン２２を
膨らませてスライディングチューブ１４を腸管に固定す
る。
【００４４】この状態で、内視鏡本体を操作して内視鏡
本体１２の余分な撓みを取り、内視鏡本体１２をできる
だけ直線化する。
【００４５】次に、内視鏡本体１２をできるだけ直線化
した状態で、スライディングチューブ１４を保持し、同
図（２）に示すように、内視鏡本体１２のみ深部に挿入
していく。
【００４６】次いで、内視鏡本体を所定距離挿入した状
態で、図２（３）に示すように、リモートスイッチ３８
ａを操作して、ポンプ２８ａから内視鏡本体１２の先端
に取り付けた本体固定用バルーン１８内にエアを供給
し、本体固定用バルーン１８を膨らませて腸管に固定す
る。
【００４７】次に、同図（３）に示すように、コントロ
ールスイッチ３８ｂを操作して切替弁２６ｂによりチュ
ーブ固定用バルーン２２内のエアを開放し、チューブ固
定用バルーン２２をしぼませる。
【００４８】次いで、余分な撓みを取りながら、スライ
ディングチューブ１４を内視鏡本体１２に沿わせて深部
に挿入していき、内視鏡本体１２の先端近くまでスライ
ディングチューブ１４の先端を挿入する。
【００４９】次に、スライディングチューブ１４の先端
を内視鏡本体１２の先端近くまで挿入した状態で、リモ
ートスイッチ３８ｂを操作してチューブ固定用バルーン
２２を膨らませてスライディングチューブ１４を腸壁に
固定するとともに、リモートスイッチ３８ａを操作して
切替弁２６ａを開放し、本体固定用バルーン１８をしぼ*
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*めて、図２（２）の状態とし、図２（２）から図２
（３）の操作を繰り返して深部挿入を進めていくことと
なる。
【００５０】このように、手元のリモートスイッチ３８
ａ、３８ｂにより各バルーン１８、２２の操作ができる
ため、施術者の負担が少なく、時間も早くすむため、被
験者の苦痛も少なく検査することが可能になる。
【００５１】また、圧力センサ３２ａ、３２ｂにより内
圧を測定しながら各バルーン１８、２２を膨らませるの
で、高圧による腸管損傷、バルーン破裂または低圧によ
る固定不良がなく、検査を早く終了させることができ
る。
【００５２】本発明は、前記実施の形態に限定されるも
のではなく、本発明の要旨の範囲内において種々の形態
に変形可能である。
【００５３】例えば、前記実施の形態では、内視鏡本体
とスライディングチューブとを組み合わせた内視鏡装置
について説明したが、この例に限らず、例えば、スライ
ディングチューブを省略した内視鏡本体のみの内視鏡装
置にも適用することが可能である。
【００５４】また、前記実施の形態では、本体固定用バ
ルーン及びチューブ固定用バルーンに対しそれぞれ独立
したポンプ装置を設けるようにしているが、ポンプ装置
を１つにして本体固定用バルーン及びチューブ固定用バ
ルーンに切り替えてエアを供給するようにすることも可
能である。
【００５５】さらに、前記実施の形態では、リモートス
イッチを施術者の手元である内視鏡本体の基部に取り付
けるようにしているが、この例に限らず、例えば、ポン
プ装置をコントロールするフットスイッチを施術者の足
元に設けるようにすることも可能である。
【００５６】また、内視鏡装置に限らず、先端部にバル
ーンを有するカテーテル等にも応用することが可能であ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態に係る内視鏡装置を示す
概略図である。
【図２】同図（１）～（３）は、それぞれ図１の内視鏡
装置の操作状態を示す図である。
【符号の説明】
１０  内視鏡装置
１２  内視鏡本体
１４  スライディングチューブ
１６、１６ａ、１６ｂ  ポンプ装置
１８  本体固定用バルーン
２２  チューブ固定用バルーン
３０ａ、３０ｂ  制御手段
３６ａ、３６ｂ  圧力調整手段
３８ａ、３８ｂ  リモートスイッチ
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